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はじめに

　欝騒隼9月から鰺蕊年4月、つまり吉懸白蜜党内鶴の末簸から縫山民主党内

閣の初期にかけて、38の知事選挙が実施され、そのうち鰺察の知事選挙で現職

矢嚢事諺藪が落選した。腿選、五選もあたりまえになった余響からみると、饗窪次ぐ

現職落選ということがこの時難の知事選挙の特鍛といえる。これらのなかで、

4桑（由影、石辮、新潟、徳鶴〉では野党連合が、5察（鳥取、爽庫、鱗木、

二三璽、大分〉では社会党が推薦躾補を当選させた。残馨の・一粲（滋賀）では、

饗職の醤磨1党、新人の鮭会党との三つ毯載で、疑主党獲薦の新人が薮遷してい
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行政被会論集　第騰拳　第i号

た。

　従来、これらの知事選挙については、全蟹紙が自由党と民主党の保守合同を

めぐる主導権争いや、反古継連合の成立といった中央政鐸の勤向が地方政界に

波及して、懸事鰻補擁立をめぐって保守分裂をまねいたものと、推離してきた。

また、県民経論のなかに、知事三選撰1判や繰む上げ選挙撰1睾1が強く、それらが

現職落選という結果をもたらした、とも指摘されてきた。

　しかし、本章では、これらの難事選挙のなかに、中央政総の波及ということ

には解消できない地方政治覆鳶の要霞があったことを解明する。また、三選携

鵯や繰吟上げ選挙幾戦の意駿や背景を一一般論ではなく、地方政治に即して畷ら

かにする。第董簸では、野党連合の事鯉として山形を、第2簾では、社会党の

事例として三重を、各々分析し、第3締ではその地の醸の事醗を補足的に紹介

する。

第嘩簾霞形欝§5年2月

書　現職独走

　第3瞭1山形県知事選挙は、現職の村山道雄知事が4月の任難満了を待たずに

抜き持ち辞任したことによって、茎9蕊年2月欝欝に繰り上げ実旛され、野党連

合の新人である安孫子藤吉（絞出形桑出身、元食糧庁長官）が械蚤1を破って当

選した、しかし、この知事選挙の準鱗過程は、白露党公認の現職である越由遵

雄21（兵庫寮串身、全癒號官僚）の独走状態で経遍し、経由の三選必至と予想

されていた。なぜなら、欝55奪の蕉擁を逓えても野党から無事候補が擁立され

ていなかったからである。そして、擁1運は纏渠の知事が相次いで繰穆上げ選挙

を実施しているなかで、「任鱗満了前に辞職し、選挙を実施することは、醒年

を狂簸として選鐵された以、圭1、選挙民に嬉する冒灌であり、違背なので」1314

録のξ垂頚満了まで知事を務めると、秋蟻蜂度々書明した。そして、ig5§隼の疵

慰こは、県政の課題と抱負として、来の統轄撤廃反射、デフゾトの中小企業再
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欝欝葎代の難事選挙（3〉（窮月俊洋）

建、灌醗港を中心とする産業瞬発など薬の第『二次総合麗発言影響の推進について

語っていた幡。

　村毒は、官選難事として欝4§年欝月に1癬彰桑に赴任して以来、是掛銭鰺隼に

わたって繋政を握楽し、第一観、第二二凝の公選では、露礁・民主両党の推薦で

社会党躾補に大勝していた。そして、村毒は嶺選直後にll、1密党に入党し（察支

藩常任靉靆〉、欝欝奪3舞の保守金属で自鑛党が藥議会の絶婦多数（定員鎗の

うち32）を確保すると、欝欝隼代の麟半、由彫桑は薮磁1党玉露となっていた。

蟹政レベルで1ま、吉田内閣の朱鞘となむ全馨的に1葬雛1党が後退した欝53奪4

樽の衆議錠総選挙でも、晦彫藥内の当選者は白癡党6、左諏社会党2という結

果であむ、改進党の光職騒i補の謬藤五郎、小野孝、無藤麟の新人橿沢雄藏らの

葬台密党系政治家はいずれも落選していた。また桑政界では、i鶉2年から53零

にかけて、霞1串党内の鳩山諏と吉霧灘の対窟が深刻銘した。欝53単巻には欝霞

党支藩の分裂問題をひきおこし、これが後遽の長生党結成の麟提となっていっ

た。しかし、轡出難事は吉灘撮彗疑支離多数淑に敏礎していた。極出察致は、

露密党絶対多数の下で安泰であったが、柚ll端選に対しては、繋属穫論のなか

に異講がないわけではなかったようである。欝54年7舞、，t誕1内鶏は知事多選

の弊害と地方財政の膨張を主要な理由にあげて、難事公選鱗を幾麟し懸事官選

案を検討し始めた。山形新聞は、この知事官選案に社説で反論したが、そこで

多選（三選）の弊害について野よしんぱ三選縁好ましくないという場合でも、

これを嚢的的に法で幾離するというのではなしに、実鰹｝二結果的に三三選知事が

少なくなって幽くという方講を考えるべきであろう。本繋韓出知事は実際的か

つ蔑窯的な篶1事として1一分この闘に難して常識的な線を誤らぬであろうことを

われわれは簸持し、信藤している轡と運べ、樗lll知事に難生的燐退を示唆し

ていた。しかし、その頃から樽出難事と慈油党漿連の悶では、縫出脆選か、縁

由が引退した場合には参雑1が後継者として推薦していた1隷1織夫麟無事を短事

緩補に擁立するか、が検認され始め、欝経ド旬から銑弄1にかけて、霧海党は轡

虫公認・…選支持、ポ姦患劉難事衆議鞍擁窟（山形1賦〉という方針を翫式に決
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行政縫会譲葉　第蔦巻　第i号

足した鰻。それで、韓出知事にとっては与党§密党内や禦庁幹部内に対抗馬は

いなくなむ、ig騒年のi窮から山形祭政の焦点は、中央における反巻懇癒由覚

の保守新党結成の動向が繋内にどれだけ波及するかということと、予想される

総選挙に晦けての各党諏の候補者選考となり、知事選挙は無風・現職独走の状

態となった。

　そして、白露党の現職議員のなかで、i§騒年捻月醤本民主党結成に参擁した

のは、鳩塗派の池馨疲之輔一人であった。また、暁月の由形桑議会（定員謬至）

は、嚢額堂器、颪濠社会党7、民主党6、無醗属5、欠員珪、という会派構成

であむ、察議会窪密党の絶対多数は確保された。民主党県支藩結成に参締した

桑議会議員は、旧改進党一人、灘嚢塗党五人（鳩山派池懸鉦之輔系と広朋盛祥

嶽松浦東介系〉の6人にとどまった。しかも、察議会民輩党は、桑政運営では

保守党の立場から濃密党と提携し、革新系に蝿抗していくことを亜式に欝由党

に申し入れ、明春の短事選挙についても自由党に購講ずるかどうかについて態

度を保留していだマ1。また、衆議院議員レベルの厩主党系政治家のなかで、難

事候補と目されたのは、欝53年の総選挙でともに落選していた學藤五郎と松沢

雄蔵であった。しかし、律藤は選挙違反事件で欝55年塁月まで立躾補できない

状態にあむ、雛沢は知事ではなく衆議院に再携戦しょうとしていた。民主党県

連は、縁由難事の任類議了を待って、解藤を知事候補に擁立するか、赫撫三選

を支持して自由党に岡講ずるか、その麟癒を決めかねていた。

　それに外し、縫出祭政の一貫した野党であった海藻社会党および県労欝緩合

評議会のなかには、難事選挙に棄教縫が推薦する松沢靖介（禁教脅委員長、察

緊麟会長）を野党連合で擁立しようという意見や、小鉢弊治（古社）、海野三

麟（左衽）の爾参議院議員のいずれかを難事選挙に転戦させようという意見が

あったが、三人とも、蔚繧麟万票を獲得して圧勝している現職の村議に挑戦し

ようという意思はなかった。ただし、圭怒§奪代の山形繋の社会党は、全桑一

眠・一人眠の選挙（知事選挙と参議銑地方臥）の場合、対立の構図や躾補考次

第で、鑑補者を嘱選さ量る薄髭盤があった。桂会党は、政治家懸人の地盤に依
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欝灘年代の無事選挙（3）（功刀俊洋）

擬する麗懇が強疑衆議醗選挙では左右両濠あわせても鎗～鯵万票しか獲鶴でき

なかったのに端し、欝欝年の参議院選挙で23万票（小林亦治・当選）、19敬年

の知事選挙で麗万票（海野三朗・落選）、欝§3年の参議醗選挙で26万票（海野

三朗・当選）、1956隼の参議院選挙で28万票（橿沢靖介・当選）という実績で

あった．欝鎗年代に参議號一人薩で社会党が三連勝したのは山形地方区だけで

あった。

2　米の統麟撤廃幾題と財政赤字

　知事選挙を半奪後に控えて、欝騒年度後半に山形祭政の課題として顕在化し

たものは、米癒および米穀統麟撤廃縫題と桑財政の雰字靉靆であった。着想擁

懸慧、欝53年鴛月食糧薄舞協議会（蒋見安会長）を発足させて、米穀馨家管理

の見直し（統麟緩鞍・嶽廃〉と米懸引き下げを綾試してきた。これに凝し、樗

由知事は与党露出党の知事であったが、全霞知事会の代表としてこの協議会委

員に給わり、「抵米懸はヤミを生む3郵デフレ政策のしわ寄せを農民に押し付け

るもの］麟と乗懸群き下げに旋薄し、二重米懸麟による農家への纒格補縷を主

張していた。また、山影繋の雲譲党県連支藻も「米の問題だけは挙桑一致であ

たろう韮／§／という立場から、食糧管躍鱗獲維持と米懸弔き上げを要求していた。

それで、茎9騒年9月書類肉饅は食糧管蓬羅綾下で初めて米懸の弓捧ドげを決定

したが、由形県内では農業雑体から村山無事や自由党への幾講は表面化しなか

った。同舞には、梨農協中央会が発足しているが、その会長には白蜜党の暴議

会灘議長である大由不二太郎が就任している。大も嬢ま難事選挙にあた妖怪出

擁立藻の有力者であった。それに鰐し、鴛鴦の民主党支部の結成には、票農業

共済綴合連合会かつ渠畜産連合会の会長八島孝吉や、難土地改喪協会の松沢雄

藏会長がその有力幹部として参撫していた1織．このよう1こ、農業灘体の幹認は

臨癒党と民主党に分かれていたが、農業繊体がこの時鱗に韓出県政を擬1糊した

り、内部で政党対寛を顕在化させたりすることはなかった。根出知事は、後述

のように、欝54奪に繋職縁の賃金擁鱗・人員整選！を進めながら、縫方で稔擁桑

一5一



行政社会論集　第蕪巻　第i号

議会には土地教皇費、耕地復灘費、灘難癖承改幾費を烹な内容とする85§§余万

睡の追癩予算案を提患した。そして、予算案は被会党察議を含めて議場一一致で

承認された。察議会で梅毒農政は争点1こなることはなく、鮭会党が韓毒県政を

撹戦したのは、少年褻籍隊曇の募集に対する繋教育委轟会の協力の翼題や、選

挙運動蒔における警察の労鐵緩合への弾蓬の問題であっだ欝。

　鳩由蔑主党内懸が成立すると、薄野一郎震撼は鴛鷲鮭彰二1葬瞬葬歌から続麟を

撤廃したい」鑓と主張した。米産藥として、由形難にとっては米の統麹撤廃は

重大襲題であり、欝万群の農家にとって大きなシ華ックであった。しかし、村

山知事は秋から繋庁内に食糧麟策磯究協議会を設置して、統麟撤廃について農

業懇体と対慈を検討してきた灘。そして、県経済農業臨織綾合連合会長の檸野

豊太は「農協としては撤廃に織え早くから集荷麟策、資金録策、籔売綴の拡張

をはかってきているので、農権が覚の人気取むでなく、本当に実権する考えな

ら、嶽廃に悠ずる態勢は整えている轡と述べていた。やがて、茎§55年にはい

ると、涛野農撫の米穀統講撤廃構想は、等覚の疑雲寛政講会（穏軽謙三）や濃

抹官僚の慎重講によって実施莚難となった。

　由彫繋は、灘時の多くの繋と購様に深灘な財政赤字縷題を抱え、その額は

欝54年度末に累積6癒余響に達していた。それで、樗撫難事は瞬奪4月から轟

藏の財政再建策として桑職員・教員の昇給昇鰺を停鑑し、また、県職員の3％

（i§毒名）の整礫方針を希望退職者の募集で実施した麟。人件費は繋予算の43％

を占めていた⇔次に、梅毒知事は難治庁の経費簸約通達に鍵って、欝i億円の

懲鍵年度雛決予算を、繋単独公共事業の藤％麟織などによって、3％節約する

綴換えを計幽し、そこから捻議した資金の部と爵1沿岸からの短難借入金を繋

職糞の無給昇格にあてようとした。しかし、8弩11旬に開縷された繋職揆1係労

麟綾合5灘総（代表は趨藤慶次・繋教緩委襲長〉と奉書由無事との交渉は物嬲れ

ξこ華冬わり、　4離箕彗芝之来の呈婁給多事絡ξま廼ぞ串復フむの童言込みカ｛立たなく　なった。　さ　ら

に栂ll撫1事は、年表には抜本的な蹴放再建策を検討し、欝5§～57年の3年闘に

暴，ミ職嚢緯％（3縫余人）の大饗整理計磯と教羅σ）増縁停慮を発表しだ懲。ベビー
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欝欝年代の■矯事選挙（3）（窮月竣灘）

ブームの影響で、由形県でも茎9懇年度には総総入獄、ヒの生後数の増撫が見込ま

れており、彙教績1ま学綴増と欝§人以、との教員増員を要求して根出短事の財政

再建策に反発した。それに蝉し、桑庁織綾（石山鐙轡郎委員長）は村山知事の

方針に反撃を表弱しなかった。桑庁と県内地方事務霧の職鱗機織は、根出三選

と高密麟知事の総選挙立後穂にそなえて、韓出離逝の人々で霞められ・桑総務

離長の堀灘鑑孝が轡出漁の選挙参謀となって、渠庁と市臨種の行政機構を選挙

マシーンとして勤饗しようとしていたといわれた鶴。

3　抜き葺ち辞筏

　欝55年i月98から鍵8にか1ナて、幽形桑の各党桑連では各種選挙鰐策のた

めの幹部懇談会が聡かれ、躾補者の最終調整が行われていた・そして・民主党

のなかには赫出知事に欝由党縦覧を迫り、それを条件に村山推薦をもちかけよ

うという動きが生じていたむそれで、自密党はこれを警戒して村縫1公認・三選

実現を再確認した。民主党はこれに反発し、同じく知事躾補が決まらない革新

勢力と提携し、反自憲・村山県政競覇の其緯戦線の結成をめざした。民主党が

想定した繰締者は欝藤五郎元改進党代議士と安孫子藤吉光食糧庁長富であった

が、俸藤は離縁まで公民権停建で鐵馬できず、安孫子は起意なしと伝えられて

いた薩螢α

　i至質3欝、融知事の高山政夫が衆議魏立候補の決意をかため、辞表を村田知

事に饗議すると、翌i妊ヨには、今度は糠1。1知事が突然辞表を難議会議長に鍵織

した。糧嚢翼ま「予算編成鳶彗に一道迂毒辛織し、棄民の｛言｛壬を得た後に、県政の執ぞテ

1こ遙たりたい涯「垂範渡i当擦撃のもっとも大切な馨寺期睾こ知嘩事選挙などでモタモタす

ることは、本繋にかかわらず地方薄給体のため決して得策とはいえない］誓新

律度予算は新鷺事によって編成されるべきもの轡と辞表鍵護の鐘醗を謹鱗し

た。しかし1醸＝1の霞形新識ま、聡らか1こ野党騨鴬の知事躾義§擁立への先素数撃

であむ、緩き聲ち辞任である、また、高田譲知事と抱き合わせの彫で選挙運動

を展開できるという懇惑もある、と報道した鰭。瞬蓋凝1、白痴党察支藩は緊急
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幹部会を聡健し、「探守弊営が凱っに分裂することを避けられる、また桑議選

と難事選とが時難的に分離して藥政に空白を置かないことが望ましい涯畿とい

う理毒で、轡虫鷺事の辞任に誠意し、i月2§臼に臨縛県議会でこれを絶繋多数

のカで承認することにした。つまり、嚢露見のねらいは、野党三諏の有力躾補

封じであ甑それによって県政での保守連携を差油党・梶山難事主導で実現す

ることであった。また、山形新藤は夢民主党の尻上がりの人気から衆議院選挙

の後では醤油覚の人気が落ち、三選を簸せられ雄運命となることも考えられ

る豊欝と報道していた。

　そのような轡毒無事と白歯党の本音は、エ月麺褻1の村鶴短事と三井泉太郎自

由党支部長の記者会見で聡らかとなった。それまで、任簸満了まで鏤めると公

言してきた樗建圭は「聾月選挙も二月選挙も法的には繰む、ヒげ選挙である」ヂ政

党知事としての考感も…謬換えられたことは事実である盛飯高出離知事との）

合瞬演議会もやれるからねゴ「民主と爾続が提擁して知事候補をたてようとす

る動きがみられ、この結果保守講士が県政難で争うことになり、マイナスも多

く、民主党が難事でもとれば、藥政は繊茶苦茶になってくるゴ轍と苦しいそし

て居直った弁明をしていた。また、三井支藩長は籔情勢の変建から党として強

く要請した」「種鶴知事も彼の潔癖姓から、任簸いっぱい就任の公約をタテに、

なかなか感じなったが、いろいろ事情があって、とうとう納得した影となった、

あくまでわが党と知事との話し合いで決めた総懸である」騰と説明した。ドいろ

いろな事椿」とは、野党猴補擁立に対する鐵し被き、島山猴補との捲き合わせ、

そして畏主党人気への先譲であった。

　村山辞任は完全に野党三派の意表をつき、しかも、三振のその後の鰐臨は一…

致しなかった。左衽藥連の締綺美夫繋議は「誠に悪辣なやり方」「あま鯵に官

簾的だ」と反発し、「この野望船酔のため緊急に反響由の勢力を結集して知事

躾補を決定」しょうとした。それに対して、蔑主党の鑑藤篤繋議は「抜き打ち

辞職をやったのは1舞嶽党を騰覚して霞由・践主爾保守陣営から推薦をうけて串

駕しようとするためではないか」毅と壽｝琴、軽｝溝嚢嚢介桑連最轟1委員も「不意蓄｝
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ちで驚いている。ことが重大だから今夜上京して、本部と打ち合わせるっもむ

だ。それまではなんともいえないが、必ずしも端抗馬を墨すとは鰻らない雌盤

と遊べて、なお保守連携による桝山擁立の薄能牲に難待していた。それで、左

社はi湾蕗馨から察労評が希望する総濠靖介（藥教育委員長・県医錘会長）に

患馬の持診を開始したが、秘沢は嶽辞し続けた。民主党は本部の方錯を待つ閥

左鮭と業縁歩調をとることになり、為事譲ま白紙で臨む（赫出独走を予想）とい

う態度で、野党三濠の足業みは揃わなかった。

　村山辞経に靖する繋民の幾判は厳しかった。鐵形新幾は正月藩饗の挺説で、

察畏の意講を無税し、辞任理ξ擦こ表と裏があって納得がいかない、轟知事と知

事が禰次いで辞任し、それが政党の圧力で行われていた、と轡出の辞｛壬に疑義

を提示した醗。また、「鷺事までがこんな政治の駆け引きをやるとは驚いた」

（藥連合青年懸事務局長）、「糠t麟人の標識意思を通してもらえなかったのは

残念3（察婦連離理事長）、「辞職することは桑政を敏滲出すこと」（1玉膨大教授）

といった各界の談話が新観に掲載された灘。

　なお、知事選挙は辞任から欝欝（3月欝欝）以内に投票羅を設定することに

なっていたが、繋選挙管礫委員会は自嶽党の攣簸実施の意向に沿って、総選挙

（2鷺278）薦の2月2§羅に知事選挙の援：票藻を設定した。それで、告示はi

月268となむ、野党三淑1ま欝ξ羅舞で知事選挙への対癖を決めなければならなか

った。

4　野党連合の難航

　反轍菱1の知事候補選考は難航した。民主党県連は、左衽・漿労評が推す松沢

靖介について、察腹懸会が鞍沢を推薦し総沢が串馬する決意なら支持する、と

いう条件を提示した。ところが、i弄餐馨、欝舞の県獲麟会の役員会と新年宴会

の籍では、松沢会長が爵駕を決意表明したのに対し、役員蜷は経由驚事に蝿抗

するのは緩麟会として亀験であると料慰して、推薦に反対した。繋内の野党連

ヂ㌃のi動きはしばらく足￥黍み夢く態であった鵬1。縫方、　重縫重き灘東∫蒙では、亜甕主党
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の池懇正之輔代議士、解藤五郎・松浦東介元代議士、右娃の金野定着元代議士、

左衽の西村力強代議士、糠麟美夫県議ら野党三諏の代表が隻合して、反響出戦

線の結成と松1沢靖介推薦を決定した齢。このように、野党連合の動きは、県：連

レベルと東京の代議士レベルでは温度差が大きかった。その理由はよくわから

ないが、山形察窪麩党内の嶽麗抗争が背景となっていたようである。村山桑放

下の台密党内で葬鑑流にいた地覆・橿浦などの現・元代議士たちは、鳩建玉内閣

成立を背景に、この総選挙と難事選挙で繋政から材出漁を遍い虚し、民主党主

導藥政を実現したかったものと患われる籔。民主党の代議士たちが反鍾由連合

の態度を鮮明にすると、地元新鹿は顔（知事欝葎）と地盤（自由党絶対多数）

の村山派対人気（新興民主党）と綴織（革新系）の野党連合との対決という繋

政史上なかった大激戦を予想するようになった鰭。

　i鐸欝臥野寛三瀕の現・元代議士と縮織在社桑議は、出影青内の擾訳名を

訪れ、鐡馬を懇請した。これに対し、穣沢は野党連合戦線が結集されれば

r県医縣会長を辞任して出馬する」と決意を披濯し、民主党県支部の去就が注

§された。地方、察鉄蹄会理事会は欝～騰8にかけて「難事選への不介入韮方

鋭を決定し、絞沢に伝達した盤。その結果、2春～2董馨にも野党三滋による頓沢

への要請は続けられたが、松沢は2鐙未明、医麟会の不介入方麟、民主党銀連

の態度がまとまっていない、村毒知事と争って勝ち§はない、病院関係者が反

対している、の4点を鐵麟こあげて、難事選挙鐵馬藪念を表明した購．そして、

右栓県連（金野定吉）が繋政麟新連盟の結破による反糧山勢力の結集を主張し

続けたのに対し、異能党蒙連からは、一方で野党連合を駈念し白塗党との保守

一本イ乞に応じようとの声もあがり、縫方で第一一三の緩補として安孫子藤吉や小野

孝（改進党光代議1『1コ）を擁立する意見も並存した。池1｛1代議士は、i避2鑑か

ら上京して安孫子擁立の析衡を麗嬉した。民主党承認では海野濃縮が安孫子を

強く推薦したが、銀連ではヂ安孫子では弱い」という声が強かった愚。左縫繋

連は、反様llの野党連合を維持し民主党の推す安孫子を支持するという態度で

あったが、繋内の支離代表から野党連合に撹讐があり、1層2琵｛の執行委墨金
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欝欝年代の知事選挙（3〉（窮月竣洋）

で党独自候補として糠綺美夫県議・県連書記長を擁立すると決定した懸。野党

の足壷みは乱れ、選挙準騰の時懸的余裕がなくなった。ここに到って、水面下

で執搬に行われていた自鐡党の松沢弓1き降ろし・保守連携工作が成功するかに

思、われた。再び彎曲独・逢が予想、されるようになった。

　i月2臆、痘嶽党県連は樗来の保守統一と樋山知事の「選挙後の離党珪を条

件に、民童党県議団に保守連捷を申し入れた。これ1こ録し、民主党票議遜は自

由党の申し入れに羅讒しようとする額自由党の4人と、党議に従って野党候補

を立てようとする鰻改進党のi人とに分裂した欝。蔑主党県連内では、鳩山

ブームに乗って強気の代議士・幹部に対し、彎曲祭政の少数賢覧という立場を

露遷したい察議たちが、騰党覚嬉の反乱を起こした馨。東京では、野党三諏の

代議士たちが安孫子、小野の両氏に患馬を要請し続けた。しかし、両氏に戦意

はなく、i月2妊1野党連合は躾補者難からっいに挫折かと患われた難。同夜の

三派会合では知事選見送鯵、4月の県議選では反掃出の共講戦線で戦う、とい

う結論に達した離。

§　安孫子擁立

　ところが、玉房24饗の夜半から25嚢の朝にかけて、墨馬要請を固辞していた

安孫子藤吉が立躾補を表題した。それで、同8東票で野党三諏の代議士たちは

安孫子擁立を決定し、翌露羅の告示にあたり繋政麟新連盤を結成した。そして、

会長に池田、翻会長に楠麟、事務馬長に金野が就任した．なぜ、安孫子は立躾

補を決意したのだろうか。安孫子は立候補を要請されると、戦時申から統凝経

済諏富僚の指導者として深い灘係にあった岸鱈介民主覚幹事長に相談していた。

しかし、岸は「負けると惨めだから」と立候補を薦めなかったといわれる懸。

安孫子擁立は中央政翼からの推薦ではなく、繋鐵身の代議士たちの「反械llj

から始まったもので、解藤、松沢に続く第三の繰補にすぎなかった。そして、

安孫チには鋳雛に「反村山」の政治的・政策的意思があったわけでもなかった。

それでは、なぜ安孫子は蟹藝ll袋峯から鋳1淳羅こかけて、心境一変、立綾補を決
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意したのだろうか。安孫子は欝53年の参議醗選挙（全蟹区）に墨駕し、墨身地

の山影県内で6万票しか取れずに落選していた。安孫子を支援したのは一鶴の

農業団体にとどまった。そして、安孫子は今闘の野党三振の強い要請を拒否す

れば、次の選挙に向けた安孫子と寮内勢力との麗係が隣れてしまうと判鬱した

ものと患われる。さらに、安孫子の醤馬を促し、野党三振が一度諦めていた安

孫子を改めて擁立しようと決意させたものは繋内分欝積合の強い推薦であっ

た鞭。

　i月器8の朝、繋労評は常任幹事会を開いて、「独善専横の窃由党村山祭政

打饗」を掲げ、安孫子推薦を決定して澄ちに東京の安孫子本人と社会党関係者

に安孫子擁立を要請した鱒。そして、県労評の中心には、義切静反鰐、定員増、

昇給完全実施をめざして、韓山三選懸止を叢叢していた棄教緩の存蓬があった

ようである。当時、県教纏は総選挙鰐策、二月藥議会繋策、隼度末異動対策を

活動の課題に据え、ヂ生活と教育を守る饑い珪「率秘と民主主義を守る縫い」の

一叢として、青年羅やPτAとの共催で母親学綴、地区懇談会などの活動を全

県下に麗麗し、拝129獄こは「欝窮絵組薄反対、昇給三か月延鰯復元」の予算

鑑置をテーマに総決起大会を難く予定でいた醸。難事選挙が始まると、県教総

は安孫子推薦を決定し、公縫質請状で安孫子躾補に「定離昇給昇格の延紳をや

め、（欝55奪嚢中の）完全実施・復元」を公約させた鱒。繋労評とりわけ県教

纏の強い推薦が安孫子を鐵馬に促した。政党よ馨も藥労葬・漿教緩のほうが友

轡虫の候補擁立に積極的であった理由は、知事選挙繭後の環教績の行動から覇

嚇して、財政赤字閣題（善馨り・賃金齪減によらない財政再建〉であったと雄

魂できる。安孫子鰻補と繋政鰯新達擬の狡樗毒共羅声響1には、械llの抜き打ち

辞任が察民無糧の暴挙であ鯵、iil三選離蹴・桑人難事実現による繋政購新をめざ

すという内容しか講かれていなかったが、選挙載で安孫子諏の中心となった棄

教綴にとっては、藥財政難題がこの選挙の争点であった。

　東京から突然伝えられた安孫子擁立の決定は、寮内各擁に霧惑をもたらした。

樗1継妻雀1党は「強敵あらわる」と驚き、荒城娃会党は縮縫青馬の準講をあわて
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欝5§年代の知事選挙（3〉（馨刀俊洋〉

て安孫子に窮り替えた．§密党と提携して極出を癒接すると決めていた民主党

桑議難は、東京の代議士たちの独懸に強く反発した難。

§　雪中選挙

　山影県内に大雪が降牲続くなか、i月露欝から選挙戦が鵜姶された。大雪は

選挙運動を鱗約し、顔の短られていなも・安孫子に不利といわれた。繕譲、蘇は自

由党の地盤と聖職知事の顔、対する安孫子潔は民烹党ブームと繋労評の綴織の

饑いとされた。また、爾候補はともに農政の権威として短られ、農協緩織の争

■奪と農畏霧の獲欝がこの選挙の帰趨を決めるといわれた。

　縁由擁営は出足早く県内各地の白蜜党稟議の地盤露めに走む、序盤好調夢先

舗の利3といわれた。根出は農政の実績と総合麗発の完成を訴えた嬢。桑の麟

庶務課長、雨蛙会課長が村山滋の選挙参謀になり、県庁以下の地方行政機構、

南郷越長、農協繧合長は事実上根出滋の選挙運動に動員された。桑職労は拝1

26～2掘第6繧中央執行委髭会を聡き、樂労評からの安孫子推薦要請を検討し

たが、内藻が推薦論と不関与論に分裂し、知事選挙不関与を決定した。毒霧粒

職纒（自治労銀連）も難事選挙に録する態度を明確にしなかった難。

　安孫子陣営は、安孫子の由形入りがi月28醤になったこと、民主党渠遠浅が

安孫子推薦で一一本化するのに時間がかかったこと、により選挙運動が出遅れた。

しかし、薬労評とりわけ禁教緩が安孫子の選挙に結集すれば、綴織票の大量獲

得が可能であると予想された。繋教綴は約緯万票を握っているといわれ、繭繕

の衆議院選挙での西村力郵（左衽）当選で示した実力を発揮すれば、季重由陣営

を打倒する底力になると見られていた。安孫子は1月2綴、梅毒滋の総本山で

ある察庁に乗鯵込んで記者会見を行い、躯撰1繋政はプランだけ立灘で実績が乏

しい、総部醗も農政も、財政毒手の鯉賄隣峡とのつなが鱗ま私のほうが

密接達と中央官僚・元食糧庁長霧としての影響力を誇示した。

　2弩にはいり、繋内32か断の立会漢讃会が始まると、安孫子諏・祭政騰新連

鷺の「繋人知事の実現」「三選鰻1暴のス讐一ガンが繋蔑に浸透し、安孫子に

一i3一
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予想外の人気が集まった。県内各地の農協幹部や嬬人会が安孫子滅につくよう

になった麟。安孫子瀕が賢党三嶽の衆議院選挙と権乗作灘を起こしたのに対し、

韓山嶽の§憲党県議は、保守系撫斬羅新人の濃議候補が翫立したため、知事選

挙よりも自分の地盤固めに忙しくなった。替出濠は攻勢から守勢に転じ、2月

中旬には講擁の形勢は互角といわれるようになった鰭。

　2月2銀、投票の結果は投票率83、6％、安孫子藤吉3姶，§§盗難出遊雄2縫，8鎗

で安孫子の狂騰に終わった。韓山が鰯したのは米沢市、茜襲鱒郡、南置賜郡だ

けで、これらは穂藤富之勤県議会議長と三井泉太郎自由党支部長の地盤であっ

た。由形新麟は、安孫子嶽の勝因として、棄民の三選幾覇と新人待望の轡論、

全国的な民主党ブーム、革新陣営の結束の三つをあげ騒、樗出漁の数霞として、

抜き打ち辞職の一点を指摘した騒。また、薄髭新報は、桑庁職員の露骨な選挙

運動が有権者の反感を買い逆効果となったと述べていた難。

　2月279の衆議院総選挙では、爵彫県でも民主党が躍進し、繋内の議覇は民

主3、自叢3、左社2となり、由形の自由党王蟹は崩壊した。轟譲重織知事は落

選し繋政における梅毒支配は退場を余儀なくされた。3月にはいると、村山諏

の選挙運動を振揮した桑の総務部長、課長らは次々と辞表を提思した。安孫子

当選の推進力となった藁政麟新政治連蟹は、3月中旬、民窯党と左社の意向で

解散を決定した懸。その理懲は、連盟は安孫子を当選させるために結成された、

県議選は各々の党諏の立場で震う、というものであ鯵、安孫子繋政を与党とし

て支え政策的に協力していくという繋慈をしなかった。野党の県連は反響癒連

合という意味以上の連携を望まなかった。それに対し、県労評は県政麟新の実

があがるまで安孫子与党として麟新連盤を存続させ、活動を推進すべきだと、

反対した騒。

　4穏鱗響の出形察議会議員選挙の結集は、嚢鐡党の後退、民望党・娃会党の

勝利となり、5月醸議会の会振構絞は、霞嶽翼、民薫捻、縫会欝、無辮騰馬と

なった。そして、蔭、妻懇党が過半数を割ったために安定勢力がなくな鯵、まず議

長・嚢議長選挙をめぐって議会運営が漉乱するかと患われた。しかし、蔑主党

　　　　　　　　　　　　　　　一i4一



欝総年代の惣事選挙（3〉（巧刀俊洋〉

が主導権を握る影で自嶽・鮭会爾諏に響びかけ、「党利党酪を撰し、明朗県政

を確立する」という其購声明を議して三濠提携を実現させた㈱。§由党は反自

由連合の成立による県政野党化を恐れ、社会党も保守連携による察議会内での

懸立を避けたかった。また、三党とも無嘱新人の梨政運営への進出を嫌った。

それによって、安孫子祭政は桑議会総与党鉢麟で惑発することになった騒。安

孫子県政が発足して、直ちに対簿を余儀なくされたのは、新年度予算案におけ

る人件費・人員整理簡題であった．県教纒は、3欝遮露知事交渉に臨み、選挙

難闘牛の公約実現を遮って、茎25名の教員増員を難事査定で認めさせた。さら

に安孫子は6月察議会に向鍾て渠職員・教員の昇給延紳の復元（経費鱒総万円）

を検討すると言瞬させられた雛。

鱗　安孫子藤吉　鯵麟～欝麗年、寒河江海生まれ。欝29奪東京帝大（法）卒業、

　農躰省入省、戦時中から米穀統麟握当離縁を歩み、茎§薦駕食糧管蓬縁次長、欝響

　年経済安定本部生活勃資総長、i鱗8年食糧管蓬属長、i製§奪魏代の食糧庁長官

　に就廷．欝諺驚喜雛首橋と米穀統舗撤廃問題で鰐宣し退官。岸億介の馨本再建

　達蟹に参籏。欝総年参議続選挙（全露区）落選。欝蕊～欝稔隼由彫藥知事、捻獲

　～婚87隼参議錠議員、鯵鶴年欝治大臣（鈴木善幸内鰻）。

（欝　村毒道雄　婚｛｝2～鴛8i年、兵羅鐸匙生まれ。婚2青年東京帝大（法）卒業、朝鯵

　総督鰐入り、企錘錠課長、魯麟参事官をへて雄蕊年出形桑難事。欝葬～誌奪由

　彫祭矯事（公選）。欝欝～総葎参議院議員（毒形地方区〉。

鱗　由形新幾　欝§逢葬琵月蜷饗「任難中には辞職せず」

鱒　戯影新聞　雄蕊奪i月i譲r秘曲知事三選成るか」、購i月38「祭政の二大

　焦点年頭に語る村壷知事3

麟　譲形薪幾　欝欝年7月捻罎r琶説　難事三選の潤題3

麟　睡彫新縫　i§襲年緯霧器騒「韓由無事三選への動き　白露積極的支持へ」、購

　／2舞捻謬「知事選に轍墨1氏推薦　薬嚢鐡幹部会で決まる」

繕　山影新聞　欝騒年毘舞6醤「民薫党繋支部誕生」、講鐙舞欝欝「桑政は窪窪と

　提携」

麟　由形薪縫　欝誕無8覧窪稔欝「救癖等覚　生産者米糠の難き下げ3

麟　眺彫新懸　欝54奪§舞3嚢「デフレドの祭政（下暑

　一驚
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麟　薩膨新醐

1緯　由彫新縫

　発」

瀞
欝
毒
霧
織
轡
警
霧

軽
軽
餐
軽
軽
餐
餐

出形新経

由影新縫

山影新麟

出形薪闘

出形新聞

欝54算盤丹§響［戻主党支部継成」

欝騒年鎗薄驚雛罫察追撫予算を内示玉露舞舞2麓1薪珍しく講戦活

欝54隼稔月篶響r米の統鱗撤廃来軟から」

露髄年鴛鴦25馨「桑食糧麟策協議会生まる」

i§騒年鴛舞麺露「態勢縁万全」

鯵騒年7月28馨「藥職の人員整運盛

欝騒年i2飛i霧「繋雛政の再建策」

　　大野六強直毒彫桑政の裏と表雲ig讐年、注轟蕪報社、艶ページ

　　山形新1欝　ig55年i月璽3雛葬三≡1選めざす窮重窪1矢難事　 独ヌ墾甦童む動き」、　朝経籍欝董

　（出形）i§誌年i月露響「野党連合に先手」

　のかけて、矯事の攣簸辞経が櫨次いだため、i月22駐の衆議錠承会議で、地方

　選挙の鱗馨統一法案が再決され、i月2麗i以縫に退職の申し立てがあった場合

　は、4月23露の統一地方選挙として難事選挙を実施することになった。それで、

　繰鯵ま二げ選挙は出彫、石癖で一悠終了した。

　形新入国記（下濾雄聡年、島隠堂書店、嬉2～淫謎ページ参熊。梅毒に辞任を遼っ

　たのは白痴党察連の三井泉太鶏支離長、駿藤弥太郎幹事長、籐藤富之甥桑議会

　議長と堀懇正孝・票総務葉叢（のち衆議錠議員）であったといわれる。

　　由形新㌶　欝灘葎i月婦警「政治的考癒から材出知事態度を変裏」

　　出彫新鶴　欝誌奪工丹欝饗「三井支部長談　党からも要請ゴ

　　山影新鶴　欝55無縫月婚羅「響党王難ただ呆然」

　　朝翼新鹿（由彫）欝編年亙趨灘「野党連合に売手」

　　雌墨形舞舞霧　　i§55垂髫i鴛i6総　「松沢氏の意欝妻事蕗参」、　競藝新欝董　〔嚢」膏多）　藍轟5年t

　舞欝欝「統一鰻補に松灘氏　左被で推挙　蔑主・巻投は足踏み」

　　由彬新聞　欝騒年i月錫難「縫説　韓曝知事の醇経」

　　翰濤新1翼（紅盤葺づ）i§蓉ξ｝年iヂ窪i暮餐「繋至覧の垂髪事ll厳し」

　　由彫新懸　欝務隼董肩欝欝「松沢氏に民、銀ま槙重i

　　患形新懸　欝騒隼里舞欝欝r微妙な無事選」

1懲　由彫霧鶴　婚蕊年i月欝欝ド韓1毒知事辞表擾墨太なお、欝誕年欝欝から蕊年

㈱　山影新鶴　欝55年i月焉難r意表を衝く」

雛　毒影新縫　欝55年i屑婚讐「二十醤に臨時藁議会」

盤　出彫新弱　欝酪薙i月露騒「複雑な辞任鐙ウラ」および誘発萩経由形支局ζ出

灘

騰

鵬1

欝

欝

鰍

欝1

繍

縫

一雄一



雄勝年代の知事選挙（3〉（窮月竣滋）

　　朝露新幾灘形支矯ゼ毒彰の政治選未来蛙、欝欝葺i、戯～響ページ

　　鐵落懸擬　欝語年i鍔欝欝捧擁撫事事と蝿決？」

　　山影籍擬　欝55奪i鱒2聾…ε松沢氏鐙決意変わらず」

　　由影霧縫　雄蕊奪i舞2葺韮「総沢氏、鐵馬を懸念」、翰翼新縫（由影）欝騒奪

　圭月22欝「野党連合購懇駿る」

　縁22雲「野党三薯薮の是蔓み鱗れる雌

　i欝欝馨「複雑な党海事燐」

　　1墨1彫新鷺　鯵騒年董用器舞ド三滋連合成らず　小野・安孫子氏も瀦退．！

　　朝羅新縫（山影）欝55奪i肩露鋒「二転三転し遂に決定」

　　大野六蘇難膨祭政の裏と表遷i解8奪、注内欝報縫

　　出彩新懸　欝§5年i月露響「ここで莚たずば、濤を入れた労評の声援」

　　置山影県労評三三十無実遜欝総年、2認～2器ページ、由影新鹿　雄5§鰯i鐸欝欝

　「安孫子氏かくて鐵駕す」

　　韓馨新擬（山影〉欝論集茎月露難「強麟退職振否と公覇選挙運動をゴ

　　靴1、1形桑教職叢誌舞台蓬（肇葺三史遷玉98？年、嬉29～違3iページ

　　幽影新魏　鰺騒奪i月2壁葦ヂ桑葭生の講親表癒鞄」

　　鐵形新露　謄蕊隼i弩28醤「短箏選の落盤を観る」

　　襲雛形梁職労運動史遜捻書2年、527ページ

　　毒影新鹿　欝騒隼2月8罎「カギは農協の鶴背」

懸

轍

麟

鵜

雛　朝羅新顯（鐵彫）鯵誌舞繊月22鹸i皿小賢氏か安孫子氏」、由形萩縫　欝務彗竣

㈱　睡影薪灘　欝誌年i舞盤諺「野党連合は益蚕紙に」

醸　朝露新懸（薩1彫〉欝55隼葬窪鍛譲絵撫良主講堂新出支持共霧海瞬」

鱒　由彫薪難　欝器年i月2蘇葺「藥裟主覚分裂の難機」、繋鶴新縫（山影）欝誌奪

1鞍

懸

懸

欝

繍

曝
欝
麟
籔
麟
繍
騒
纏
㈱
騨
繍
総
懸
簿
麟

山影新懸

由影新灘

由形箱懸

薄詫薪鞍

i§驚奪2月玉7欝rどう動く浮動票、形勢っも・に互驚へ」

難55隼2霧箆欝「轍ll氏三選毒まばまる」

欝誌辮2葦舞2韓r社説　新知事選ばる」

謄誌奪2舞鰓嚢r安孫子氏が嶺選」

戟薮萩縫（1豆1彫）雄蕊隼3摩雛麟藥敢綴新政治連霊解消か」

韓1ヨ新縫（山影）19蕊年言鷲稔韓「藥労詳解数には反態、1

朝餐新懸（由彫）雄蕊隼5舞5欝r銀金肥党の協調絞るゴ

翰鷲新羅羅軽1拶彰）玉§畿舞響5舞7韓「そでにされた無蓋舞霧墜

翰嚢新縫（毒彫）欝麗隼3舞舞韓r棄教維中央委曇会6）簸策」、匿由影繋教職

買
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員綴合蟹｝年史壌ig8？年、尋2§～垂3§ページ

第2節三璽穏§5年号月

藩　裡会党推薦知事の続出

　被会党単独推薦の新人躾補が勝利した鳥取、兵雛、誘水、玉璽、大分の5緊

の知事選挙のうち、本籔で分析する三重と次爺で紹介する鳥取、携木の事例は、

社会党と保守勢力の一鶴が連合して保守系の人物を擁立し、現職知事（灘）に

嬉抗して勝利したものである。したがって、本論文が醸究鰐象としてきた野党

連合型知事選挙と共通する特籔をもっていると考える。

　それに薄し、兵庫、大分の事携は、社会党i人と保守系2人との三つ霊獣と

なった。そして、大分では保守分裂の間瞭を縫って社会党候補が漁夫の科を獲

無し、兵庫では、事実上現職と袖会党新人の保革端渓となり社会党候補が勝利

していた。保守分裂の購纒は、大分の場合、三選をめざす現職（総懸徳寿）と

県政与党自由党の県議会議長（岩鋳貢）の対決であむ、勉薬鐵身の富僚経歴難

事か地元の党人知事かが保守内藻の争点であった。また兵庫では、やは鯵三選

をめざす現職（岸本幸雄）に難して灘知事（吉僻覚）が叛旗を醸し、岸本とそ

の灘返たちの県政汚職を暴露・告訴したことから県政嶽i魑の講論が高まったが、

両者の擁立の背景毒こは、大分と同様、現職知事と銀政与党雍滋党との知事後継

霧題についての確執が存在した、つまむ、保守分裂の要翼は知事職をめぐる権

力抗争であり、知事権力の円満授受の失敬であった。当時、これらの察にも縫

察縫榛に財政再建や農業振興、工業焦といった政策課題は存在していた。しか

し、そのような繋政縄蓮の政策駿題は難事選挙の争点にはならなかった。それ

で、藥庁職績や農臨、地方瞬界人の一部が社会党緩補の選挙運動の推進力とな

るような事態は生じなかった。

　縫方、縫会党推薦鰻補が勝利した要裟は、1二記の保守騒党分裂に粧えて、第

董に、保守勢力のなかにも輪菰い支持者をもっていた有力躾補（兵庫の版本鱗、

　　　　　　　　　　　　　　　　一i8一



雄鶏年代の知事選挙（3）（窮月俊滋〉

大分の木下部）を娃会党は擁立したこと、第2に、社会党・革新の「■1二げ潮」

とよばれた車輪と護憲の穫講・運動の高揚、県レベルの労嚢運動の紛織拡大、

そしてそれを基盤にした両諏挺会党県連の合繕気運であった。当時兵庫も大分

も保守モ馨といわれていたから、■1二記の条件が揃えば社会党はどこでも社会党

知事を誕生させる曜能姓をもっていたといえる。本論文では、これらの三つ巴

（保守分裂・社会党単独推薦）型知事選挙についてはこれ以、ヒ縷説しない。

2　財政赤字への擬戦

　欝55年号鐸の三重渠知事選挙は、三選をめざす青木理｛碧（会社重役、藍ll由党・

民主党推薦）と新人の蜜中覚｛2忙農林雇詫豪、社会党推薦）との”一騎講ちとなっ

た。青木は、鯵47隼の勧選では葭生党の公認と農業醸体の支持を得て、官選知

事からの横滑むをねらった佐綜敏男（内務富擦、祭政クラブ・§密党・社会党

の推薦）を破って当選し、また欝霧隼の濤選では、民主党の推薦に擬えて、農

民麟体連絡協議会の応援、自懲党の支持を得て、選挙戦は青本の独走とな鯵、

共産党緩補に圧勝していた。この時、縫会党は濃抹事務次宮の夷懸羅郎に重

繋…■・志部出身）を擁立しようとしたが、不発に終わっていた。青木祭政の二二難

昌は、欝§2年3弄糞こ自嶽党雛、農政会麟、社会党醗の1三撮が桑政振興連盤を結

成して県議会懸の多数与党を彫蔵していた。しかし、欝詑確度から着手された

銀賞宮鱗電源縫発事業（総経費§§億鶏ンと鰺53奪の撰勢湾水害・台風慧号によ

る海岸堤防の後継事業（欝撰憲霧〉で、梨財政の赤字は欝54年度には鍾億li／に

達した。それで、青本知事1灘95違算鮮鱗匙営1事業の繰り延べ、祭庁事務費の灘

減などによって鰻決予算から2億鋳§射錯1を籔約する財政整鐸を実旛せざるを

得なかった。

　すると、まず桑職給が入費整理反対と知事・鋸課長・桑議会議鑓6）簾費・食

糧費の簾約を難携鋳に申し入れた13！。次に荒鷲渠議会では、縫会党と農政会の

議袋が、ラジオ三重、禦主簿魎館、欝勢会館、難事公舎などの建設事業や東京

での篠鷺活動に青木難事が繋費をかけすぎたとして、喬木難事の欝敢勇隻手に対
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する責任を追及した瞬。そして、毒水知事が欝月上旬から聾月中旬にかけてブ

ラジル観察のため外遊すると、その闘に寮内では青木三選穣止をめざす動きが

始まった。青木の対貌馬として擁立されたのは、謄総～53年に青木の片醜とな

鯵県農林認長兼企艶本薬長を務めた懇中覚であった。

3　縫中覚の擁立

　早くから霞中擁立に向けて動いていたのは、墾欝毒の懸鼻人、繋職雛、そし

て農協関係者であった。藤中は繋の認長時代に、農麟総合驕発計画の立案、農

村趣工業の導入、土地改褻事業、農臨緯織の再建、宮灘総合瞬発、罎8毒の工

場絹地買収などで敏1椀を振るい、その当時から漿内の農協や財騨の関係者から、

次の知事候補と見られていた。霞申の農林省への転鐡は、霞中が仕事を通じて

棄民に人気がありすぎるため、禦政に地歩を築くのを恐れて、春木知事が麩中

を追い珪iしたとうわさになった｛51。

　轡馨毒への石油建学コンビナートの誘致・詫勢臨海工業地帯の建設講蚕をめ

ぐっては、青木知事や中部経済連合会（名吉渥財翼）が三菱・シェル系資本を

導入して塩漬地区に第iコンビナートを誹聾していたのに対して、戦時中から

の地場企業であった大協石麟（現コスモ石徳〉グループは三菱・シェル系の事

業計懸に参擁するか、あるいは牛趨地区に第2コンビナートを艮族系資本によ

って建設するかを構想し、その政治的パートナーとして醗中擁立を穫索してい

た。そして、それを支援したのは、吉購千九郎獲8梅毒長と騒髪1毒を地盤にし

ていた酸進党の山手満男衆議駝議員であった。彼らと恕中との盤友関係は睡中

の認長詩代から成立していたといわれ、鞍らは上京の度に農鉢省を訪れ、遜中

に次難知事選挙への出馬を要請していた麟。また、農業鑓体のなかでは、青木

知事の農政軽複に不満をもつ繋信購農協連合会の出羽幸勧会長、桑農協中央会

の小鉢慧文露会長などが矯中擁立の中心となった。そして、欝騒隼の春に繋職

綴の委員長となった大塚竹生は、青木難事の「放漫財致華と「独裁的祭政運営」、

その結果としての県織綾の賃金抑麟による難政再建方舞に反対して、毒本返簿
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をめざすようになった。大塚は、巻田獲響毒市長から田中を推薦されると、上

京して田中に立繰補を要請し、帰蘂すると県内の善長や農業懸体の幹部のなか

に雛中毒援懸を築いていった。さら1こ大塚は、密中の懸緒東燃精一と上司東燃

甦難に田中出馬を了解させた繕。

　このような三つの遜中擁立の動講を底流として、鰺54奪鰺月には左右往会党

と桑労協が青木祭政反射の決起集会を醗絶し、懸中1ま繰む上げ鷺事選挙を予想

して、鎗月露9無湧霧での知事選挙串馬を表題し、桑政麟新をス欝一ガンにし

た。灘中は農林省を辞職すると、欝55年i丹から農業砺究講習会、農政懇談会

の名目で案内各地をまわ鯵、轡木の「ワンマン的桑政運営」と「放漫財政」を

幾覇し、瓢行政が青木の私企業化している、露縁精実がからみ一認の者の利害

と結びついている」と青木を攻撃した。これに対し、独走三選を予想していた

青木難事は、楽観橿を蔑め消紡績の鐵携め式や婦人会の新年会に顔をだした億｝。

4　操守革萩満勢力の分裂

　喬木と田中の講決が絹縫になると、各勢力は知事選挙への態度表明を迫られ

た。まず、喬木与党・繋致主流の民主党繋連（瀬綺秀二支藻長）は、自由党と

農政会に青木の其羅推薦を饑きかけたが、両党諏は当面r蓉由投票謹「時窮満

撃墜という態度をとり、保守三振の青木推薦は実現しなかっだ霧。それで、民

主党は3繕末知事選挙の隻示にあたり、ようやく講本推薦を決定したが、繋連

内には毒手満男などの公然たる覆車支持者が存在した。察密党は東京の本部が

青木を推薦したのに対し、梨支部は建徳行動という対感にとどま鯵、九鬼紋十

郎（藍鍵垂党漿支部長、野1，1晦商工会議藪会頭）や農業界の鮨導者総本・…郎繍は

遜中を支持したll碧。

　次に、薬職緯は2弄餐鞍董臨時大会を麗催し、「財政毒手で、このままでは人

員整運は避けられない」という理癒から、綴織の命運と幹部の善をかけて、青

木二二三選難縫二、1｝1中推薦を決定した。選挙戦が始まり、妙舞晦3になると、榮織

綾のなかには圭木部、総務部の課長を中心に毒水諏の察職綴幾重化1薄鷺が結成
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された畷。察労協、総髯鷺など労醗緩合の大半は蟹中鑑薦を決定したが、三三重

教纏は青木知事および2月の衆議駝選挙に鵬駕していた久保懇藤麿（文部事務

次宮、落選）との関係から、羅中支持を表聡しなかった鷺。

　農業霧体では、3鍔2妊韮、農協績台長会議を麗催し、農民連盤（小林慧文委

員長）の名麟で縷中推薦を決定し、選挙運動を醗給した騰。畜産続合と聡柘農

協、綾織共済連合会が霧中支持、それに薄し、養蚕農協、茶業錨会、抹業・水

産業羅体は青木支持を確認した。そのため察議会の農政会は、会長の野呂顕太

鑛が青木を支持したものの、会滋としては難事選挙に中立の立場をとった。

　青本知事は2燵藥議会で醤賂予算を成立させると、三選をめざして3罵欝黎

辞職した、喬木藥致の8年に鮮しては、宮絹ダムや海岸堤防など土木事業編垂

で農政や貿易（郷濤繕港溝整騰〉が低調だったという評纒が新縫で下されてい

た灘。蓉癒娠投会党は財界や農協の勤向を嶽たうえで、3舞盤霧、羅宇推薦を決

定し、藥総合鑓発の推進を第一一項蓼三1に揚げた1｝1申桑政の公約を発表して共縫委

暴会を結成した。そして、「保守革新の政党政諏を超越した」選挙運動を展開

すると発表した欝、

　このように、青木と霧中の難渋をめぐって、三重藥の保守政党、農業縷体、

労綴は内部蠕立や足壷みの蹴れを露呈した。そして、形式上、党撮的には保守

と革新の雄決となっていたが、内実は保守の青木対保革連合（労農財の葺合）

の琶雛形聾の翻いになった。また、争点は青本漿政の安定か麟新か、政策的には財

政赤字、農政と露雛市一11業瞬発であった難。

5　新人醗中の涯勝

　3ナ捻91・1、難事選挙が魯示された。中央の保守政界では、罠主膳1滋雨党が

叢氷を推薦した．しかし、農躰大鋲経験毒のなかでは、現農格の海野部（民

主党）、周藤英雄（誉譲董党〉、詳野懸畿（参議醗議鐙）講が青本を支持したのに

対し、麗文極の絵雛謙三（残生党〉、広鵬！、禅（民事党！、石黒懇篤（参議院議

縫）は1誓i中を支持した。また、藤毒愛一郎（ll本商工会議藩会頭）、蕎見安
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（全国農協指導連会長）、鐸藤伝七（三重桑商工会議藪連合会長）ら財界と農臨

の癒導者は懸申を推薦した鰯。そして、醜農躰事務次官の東綴醤郎は田中の選

挙対策本蕊長を引き受けた。

　連月5難から立会演説会が麗始されると、田中鎌は新人郷中の人気と労農連

携の人海戦術で、青本の「現職の強み」を脅かし、大接戦が予想されるように

なった臓。青木滋は緒戦の出遅れを岸信介、河野一一郎、大野搾睦ら保守党の大

勃を応援弁士に投入して挽軽しようとした。4月238の投票結果は、懇単襲万、

青本2§万（投票率艇．8％〉で、予想外の霧中圧勝であった。青木の数露は、地

元の覆会議員や県議会議員をまとめられず、擁選、再選時の最大の支持基盤で

あった農協と製織緩を敵にまわしてしまったことであった。懸中の勝因は、第

一一 ﾉ労農鍵携による綴織力が強みを発揮したことであり、選挙運動の主力部隊

は農臨、労綴、八高疑窓会、戦友会であったといわれた。第二は、投票率が高

く、鎗万に達するといわれた浮動票の多くが灘中の掲げるヂ繋政麟新］を支持

したためであったと患，われる騰。

　購響実施された県議選の結果、新娯議会の会濠構成は、農政会蔓5、社会クラ

ブ廼、民主党鴛、甕譲党6、無断義5、となり、睡中与党となった農政会と鮭

会党が連携して多数派を形成した塑。

　難事選挙が終わると、雌月25響青本前知事と宮舞翻発建設部そして建設会社

の幹部7名は宮鱒ダム工事をめぐる贈収賄容疑で告訴された盤。また・民主党

の塀鋳秀二（厚生大臣）は、田中繋政に協力を約束し、欝56年i月巍巍蔑主党

察連が発足すると、窮民党、農政会、社会党を与党とする憂欝1薦臨海工業弱発

推進体鰯ができあがった麟。

鱗　青木麗　欝麗年生まれ、、三聖県一憲部出身、藁大（法〉卒業、巽本蚕糸の部

長、茸関製糸・亀ll製糸の取締役をへて、麟7躯連繋舞漆に霧選。

麟　1｝1申覚　i鱒鯵三生まれ、琵響麟麟｝議身、東大（農）準業、経済安定本部籐菱1

食品課長、獅鋒端郵裂麟嬬優、i鰻｛妻覇企麟体部長、獅3｛｝濃繍雀宮霧講
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　査課長、欝蕊～稔隼三重桑懸事、i鰐2奪衆議銑議員

　　朝欝新縫（三重）鰺騒隼9月2譲「桑職緩毒字解溝で卒し入れ」

　　朝8新灘（三重）鰺謎年9月27雛「九擁藁会」

　　朝霧新縫（三重）欝55年i鰐差響「春本氏にいどむ　革新滋背景の韻中氏3

　　平野孝準菜の義の海遊から　上巻　評伝霧中覚邊鯵留年、法律文化嫉、37ぺ一

　ジ

繕　大塚質生ゼ難られざる祭政史（霧中県政の誕生鴻1留8隼、私家飯、三重桑立

　麟書館雛藏、大塚は麩中桑政のもとで、懸鱗廃三とともに霧中濃系の藥庁幹部

　となり、ig鎗～73葺ヨに秦墨納長を務めた。

　年から53隼にかけて衆議饒議員。三重察農業共済纏合連合会長、小舞慧文とと

　もに農政会の1ナーダー。ig蓬7、謎奪選挙では青木擁立の中’む人鞠だった。

齢　攣勢薪麗　欝蕊年3鴛2限「無事選で声瞬　禿鬼露霊堂支藻最盛

（藩　『三重薬職労三十隼史遜i鍵2隼、374ページ、罫三重桑嚢治労運動史　第一巻謹

　簿88年、総7ページ

1嚇　ゼ三璽嬢i教職轟縫合五十葎吏壽欝弱年、i鍵ページ

繍　撰勢新弱　欝55無3耀2灘「農民連盟で醗中段を王朝薮萩露（三重）i驚5隼

　3舞25雛「知事選で霧中氏を推す　農織綾台長会で決定盛

　　朝8新鹿（玉璽〉欝誌年3講i蟹葺罫欝木祭政八年を顧みて（下）」

　　朝饗新鹿（三重〉ig55奪3溺欝欝「爾縫、超党滋に運動」

　　勝勢新弱　欝55隼4月2欝軒無事選舞台裏をえぐる　焦点官本桑政の是葬」

　　三重察串身の井野が菟相の時、毒本縫その秘書官をつとめた。

　　朝雛新縫（三重〉欝轟5年3舞2§欝「競う膏木難中氏　双方大麹の後ろダテゴ

　　形勢新欝1欝蕊葎4擁建蕪「知事選挙終盤の分懸、接戦予藪を許さず」

　　「鋭い選挙艮の徴麟」密選挙垂第8巻第i号、1絡5奪5選

　　俸勢新鶴　欝弱奪5月8欝「農政、右縫と達欝」

　　勝勢薪麗　欝55年逢蘇26雛「講本麟知事魯発さる」

　　里馬5年8層の欝海軍第『二燃麟織雛地の昭憩石雛（三菱系〉への払い一纏ずの購

　議決建をへて、欝誌年3王権瞬壌繋餐1ま黒蚕桑総合雛発構想を発表した。平野孝

　「嘉慶疲長と窪裟党成長政治の形成1罰講獲現代の政治学2　現代政治の体凝と

131

轡

151

1群

麟　朝露新聞（三豊）茎9誌奪i月露露「動き戯した知事選挙」

繕朝霧新擬（三重〉i§誌奪i月董輪「自畿党遂に嚢緩へ　もめる青本氏推薦」

騰松本一郎i§縫年生まれ、一志蔀墨身、大井簿長、戻政党藥議をへて、i鱗7

1董濤

㈱

1婚

麟

麟

欝

欝

懸

懸

麟1
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欝灘年代の矯事選挙（3）（窮月俊洋）

運動選難舞富久治纏、毒本書懇、澹毅年、3蕊～誌3ページ

第3簾　その飽の渠一鳥取、編木、石辮、新潟、徳島

　ここでは、欝縫～灘年の雛会党および野党連合勝利璽の知事選挙のなかで、

繭簸までに分析してこなかった諸県である驚歎、編木、石瞬、新潟、徳島につ

いて県史、地方新縫などを資料に、その選挙政治遍程の機略を述べておく。

董　、鶏叢

　欝騒年の馬鞭県短事選挙は、捻肩透麩、任蟻溝了の5か月藩に繰む。しげ実施

され、西尾愛治（菱織、民主党推薦）、中綴政美（元自由党代議士、霧密党推

薦）、遠藤茂（愁歎ll離農鉢部長、左灘抵会党推薦）の事実上の三つ総戦となっ

た。麟職の西尾は欝償奪、鳥取県農政課長から知事選挙に鐵篤し、保守勢力の

…総と労農懸捧の支持によって樽代公選知事1こ当選していた。僅差で落選した

のは、県農業会長の谷1二1源十郎という保守政界の有力者であった。しかし、西

尾1澱§溌年1こは、総課守勢力によって擁立され、臆万票対6万票の大差で革新

系候補を破り再選されていた。藩尾知事は、1弱3年5欝から欝舞にかけて5か

月閣歓州に外遊したが、曝議会の少数会撮である県政闘志会と公友会、そして

桑西駆の農民綴合が、祭政に空融を招くという理密でこれに反嬉した。これを

契機に革新系の醜体は九月から茜尾知事鯵コール運勤を準線した。蓼コールの

理窪墨は、悪税（遵驚補修税）の強行、累積5憶繕の財政赤字、隼i臆跨にのぼ

る宴会費などであり、祭政輿溝の繋援護論は広がったが、棄教緩や薬職綴1ま琴

コール運動に反対し、革新系の建議みは揃わなかった。そして、欝5縷奪i鷺、

漿醗村長会と議長会が爾煮闘の講停に乗り鐵し、革新系霧体は事タコール串講を

取む下げる、薩尾知事は欝§5葺三度響算織綾§遍こ轟辛任する、という議1停が綾1識し

て、1｝コール運動は収束してしまった。茜尾は一貫して強気の態度を取零続酵・

失政はない、次の選挙にもlll欝はあると，弾1していた。
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　そして、i鮪4年緯月、県政同志会の土谷栄一（県議会議長）が知事選挙瞳馬

の勇きを開始すると、藪尾は抜き打ち辞任を決行し、繰鯵上げ選挙となった。

西尾は県政翼霊流の民主党（古井喜実、三好英之、赤沢正道）と察議会多数諏

中正会の支持を得て、麗職有利と予想された。祭政翼の非主流である県政購志

会（自由党系〉は土谷栄…一か中醗政美か候補の一本化に難航したが、中羅支持

で一致した。知事躾補の準備がなかった左諏祇会党では、足鹿覚代議士が察出

身の遠藤茂（西伯轟鐵身、鳥取蕩等農林卒業）の引き鐵しに成功した。遠藤は

県内では全く無名であ穆、また本来保守系の農林官僚であったが、足鹿は、反

西尾票の獲得をねらった。また、薦尾の継馬ξこ反薫まして県政羅彗新1を主張してき

た青年婦人会議が遠藤支持にまわった。逆に、県職縫と県教緩は、最終的に遠

藤支持を決定したが、内濠には蓉尾謙を抱えていた。

　玉9凝～53年の知事選挙・蟹政選挙では、革新系§～7万票に端し保守票臆万

票という保革の力龍係が定着し、鳥取藥の革新勢力は、たとえ保守勢力が二つ

に分裂しても績織票だけでは鱗機はなかった。ところが、選挙結果は大接戦の

末、投票率82．蕊％、遠藤茂9万7千、中蟹政美9万5千、西尾愛治8万3干

という以外な結果となった⑰遠藤は選挙戦を通じて朴訥で真面目な藻象が青年

婦人1馨畢こ歓返1され、新人・白紙のi縫方となって、西尾三選反対・県、政麟新の鼓

舞票を大量に籔狡した（裂1本海新鹿）。この選挙の特織は、現知事による抜き

紅ち辞任・繰り上げ選挙が、その意図に反して、現難事への撃コール選挙にな

ってしまったことである。

2　編木

　雄蕊葬の嬬末紫知事選挙は、2鷲5蛋il、任期満了の3かタ嬉彗に緩む、擦ず実施

され、饒久織綾（光幾政党代議1∫、ぎ譲1党・民主党推薦）と小鱗喜一（欝鶴～

47年の官選の編木県知事、雨諏琶会党雛薦）の新人購量1、保守と革新の　騎討

ちとなった。1‘1懸賞の小早重吉箋重事は、ig毒4年の窮めから体調を崩し、「こ選

曲馬はしない、任期麟に瀦任したい」と度々謙離していた。しかし、　・方で渠

　　　　　　　　　　　　　　　　一2暮一



欝欝年代の知事選挙（3）（窮月俊洋〉

内の保守政界で保守連合の難事候補の選考が難航したため、縫方で衆議錠の解

散・総選挙の麟に知事選挙を実施しないと保守連合候補の一本化がさらに醗難

になるため、小平難事は保守諏に鳶斜な辞任・繰鯵上げ選挙㊧機会をうかがい

ながら、それを疑えることができないままに、捻月27縫辞表を礎縷するしかな

かった。小平は甕密党絶婦多数の桑議会を縫えて、ワンマン難事といわれたが、

小平県政8年に麟する案内各界の評懸は高く、行政機構の整理によって健全難

敵を維持しながら、五十里ダム、購治績水力発電、災害綾羅などの土木事業に

実績を残した。

　小平知事の辞意によって、繰む一ヒげ選挙が早くから予想されていたにもかか

わらず、保守。革新両勢力の知事候補選考は難航し続けた。両派社会党と桑労

会議は、三者懇談会で革新統一候補を選考しようとしたが、古社の大貫大八猴

補（銀連顧闘）と左鮭の君島清書候補（内務宮籐、欝騒奪の難事選挙で野党連

合緩補、落選）との一本化ができないまま、捻月中匂を避え、大貫の衆議醗選

挙鐵馬、君島の病気によって、急遽小編婁一一を霧島の身代わりとして擁立した。

醸職綴と砺教練は小辮を支持した。

　それに対し、保守勢力は経糸麟折を経て、箆鷺末、民主党は矢野政男（渠連

会長）を、白露党は糠竹春吉（参議錠議員）を難事候補に決定したが、正月瞬

けの湾党の交渉委鼻会は一■一本イヒに矢数し決裂してしまった。それで、告示痘毒執

事平蕪知事、麟懇中代議、tら両党繋連の長老は保守連合躾補として民主党系無

瞬麟の鑑久縫渡を擁立した。姓久鷺諏の選挙を支えたのは小平麟知事と小平系

の霧譲党緊議であった。

　選挙戦はきわめて懸詞で、両派の運動は容易に欝轡レベルに浸透しなかった。

また、露候補は公職追放後8年闘のブランクがあ鯵、難民の総では知名度が低

く、愚妻の人とされていた。選挙結果は、小鍵欝万対鑑久闘解方（投票率鴨％）

で、曝鼓舞の革新系知事が誕生した。小躍の勝講は、華薪勢力の緩織力に燃え、

藥購の鷺鴎溝吉後援会などσ）保守票が流入したことであった。それに対し、佐

久糠振の数磯は、序盤の鐵遅れ、さらに保守系代議士・緊議の建藁みが衆議醗

解
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選挙とかちあって乱れたことであった。この選挙の特鐡は、第i章の広臨、岡

山、宮城の事饒と線様、現職知事・樂政主流灘の後継擁立（あるいは再選）戦

酪の失敗であった（一下野新麟〉。

3　石辮

　欝5§年2月2総投票の石瞬桑知事選挙は、三選をめざす鬢茎党公認の現職柴

野秘喜夫（濃抹官僚、官選の滋賀樂難事、金沢講出身）と、自嶽、講社、労農、

共産の野党連合が推薦する鰻谷充実（県農協中央会長、能美郡崖身）との一騎

討ちとなった。選挙結果は、懸谷22万7千、柴野鰺万3千、で田谷が勝利した

が、これは嚢諏や地元新聞にとって全く予想外のものであった．一週間後に実

施された第27懇衆議院総選挙での各党の手ξ筆票と比較すると、懇谷は野党5党の

合計得票22万（当選者は臨詣2、古社i）を超える得票だったのに難して、柴

野は民主党の鴛票灘万（当選者は民憲党3）をまとめ切れなかった。柴野（民

主党）の直接的数雛は、独走状溌をめざして抜き打ち辞任・繰む上げ選挙を強

行し、これが「漿幾愚弄」「民主政治への翻劇と競讐され、有権者の反発を

まねいたことであった。そして、その背景には、薬議会絶対多数の民望党や財

界懸体の柴野への支援を遍醸したことがあった。保守王螢石鱗でも、保守分裂

の場合は、もはや瞬来の政党地盤（名望家人賑）や桑庁行政ルート（町村長の

支持）だけでは勝科できず、知事蝶補の政治姿勢・手法争点で有権者の直接的

支持を獲得する必要が生じていた。政財罪の主流諏が推す鰻補が野党連合に数

れるという事態は、すでに鍛53隼4月の参議醗選挙でも起きていた（桜井擁太

郎ゼ石婦致戦史雌雄§3年、麹光社）。

　石摺察は、教義から霞義政党聯幾望見の地盤であり、柴野はi襲7奪と欝覆年

の知事選挙で、践主党（ど一藻の革新勢力）の推薦によって藝穂党候補を破っ

て男選していた。そして、柴聾はさら1縫§53年鴛舞からは、榮議会の保守合講

会派薩，緻クラブ」を結成させ、それを等覚として三選準備を塗るぎないもの

にしてきた。瞬諏鮭会党は、これに反発して無勝羅藥議と祭政畿新協議会を結

　　　　　　　　　　　　　　　　一2藝一



圭9灘無代聡知1事選挙（3〉（窮月竣洋）

成して柴野三選墾止の態度を瞬確にしていたが、知事候補を発撫せなかった。

欝騒年捻湾、与党化した爵慈党桑連は、無所羅での立緩補を条件に柴野推薦を

決定した。また、柴野県政の8年については．5癒S千万霧の毒手を残したも

のの、呉織縫や石教縫との賃金（年末手当、勧奨退職金）交渉は年末に妥結し、

財政開題は祭政の争点にならなかった。能登総合麗発や土地改喪事業では、柴

聾の実績が譜懸されていた。これに嬉し、瞬谷は柴野三選鰻止と「農民に理解

ある渠政の実現」を空振して、欝騒無縫湾難事選議馬を表明し、喪主党に公認

を求めて入党した。しかし、その三選器撫との糧嚢は麓透政治・霧敗政治の弊害

が生じるという縮象的なもので、県政の具体的な題題を取り董二げて柴野繊判の

轡論を喚起できたわけではなかった。また、農協梨連の役員会も河野農政（米

穀の統麟撤廃構想）を憂慮して、燈騒年鴛月農民政治力結集協議会（綴谷会長）

を結成したものの、蜜谷の知事選鐵篤には薦極的だった。懇谷の立繧i補は醒人

的なもので、農協を代表したものではなかった．結縁、民霊堂禦連は雛谷でな

く罷職の柴野を公認したので、欝欝年拝1になると、繊谷の醸馬薮念と柴野の

独走・三選が当然、幌されるようになった。

　しかし、この柴野独走の軟泥は、各勢力の有力者屡によって支持されたもの

で、各勢力の内部には逆の勤縫が伏在していた。農協では、桑連の役員会が懇

谷寳重論であったのに対し、農協職員緯合や醤谷の地元では出馬に積極的であ

った。革新勢力では、霧滋挺会党渠連が衆議院選挙の躾補者講整でもめっづけ

たのに対し、柴野三選懸疵・霞谷擁立で革新勢力を先導・統合したのは察労評

の労鱗総合であった．葭油党では、繋連会長の益谷秀次代議士が保守合緯を想

定して柴野三選支持だったのに蠕し、梨議や榔毒支離レベルでは柴野の鼠主党

入党への反発が強く、結髪繰壁雛薦の決意拍紙還元となつ縞民主党嬢よ

漿議の中の馨…野三選反対論や、醗谷あるいは井餐重重i錐（金沢管ぎ長）擁立毳毳1が存

在し、祭連会長の井繕徳二（参議醗議鑓）はこれらの議論を封殺するために強

彗1に柴野難事の入党と公認を決定したというのが、柴野入党の内鷺であった。

　それで、柴野知事は猿遣状況をさらに強化するため、麓聾7縫被き打ち辞任

一2§一
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を表明し、繰鯵上げ選挙を強行させた。柴野は、閉谷の選挙準備を鐡し抜くこ

とよ鯵も、難事選挙を衆議醗選挙の醤奪に実施してしまうことで、有力政治家の

難事選挙への立候補を不可能にしてしまおうとした。しかし、この抜き打ち辞

任は、県民の概判をまねき、柴野の思惑と逆の結果をもたらした。i月欝8、

県労評が柴野三選難止・霞谷擁立を樂内各勢力に提鳴すると、i月2頒田谷が

民主党を離党し、無所羅での知事選鐡馬の決意表明をした。灘谷は野党連合の

成立を期待して、農耕振興、中小企業の安定、勤労者の生活鯵比、大衆のため

の明朗県政をめざす、と公約を発表した。これに対し、難曲覚の蓋谷秀次と石

綿桑経営者協会、金沢商工会議所は、保守政党による柴野其暴推薦を昆主、自

由画党に二£作した。しかし、自趨党の内薬は三選鰻止の気運が強く、i月3嬢

§患党県連は醗谷公認・野党連合結成を声明して、繋労評の共縫申し入れを受

諾した。県農協連の役員会は「難事選不介入まの方餅をとったが、屡谷諏の選

挙運動の推進力となったのは醸労評の労縫と農協中央会の中堅幹藻であった。

　ところが、選挙戦が麗始されると、懸谷諏に不覊な要素ばかむが報道された。

衆議院選挙と重なって野党連合の足業みが護れ、共産党との典麗は保守屡の反

発を買っている、と鞍遂された。懸谷の民主党入党一難党一無湧羅議馬一野党

連合への便乗という対癒は、無定見・無策操と非難された、また、中終盤1こは

県職緩や農協指導部が柴野支持に嬢いて醗谷苦戦が伝えられた。遂に柴野は、

全馨的な民主党ブームに乗り、立会演議会を重ねるにつれて、憂職の強みを発

揮し政見と実績で全県的に糞利な震いを展絶していると報道されるようになっ

た。

　それで、醗谷勝麟という選挙結果は、各界の指導屡・新纏縫と一般有権者と

の意識のずれによるものと反省された．懇谷は「突風的鐵現の新鱗事」と評さ

れた．　一般有権毒は、舞谷に新鮮さを感じ、現職の実積や財界の意陶よ勢も、

繰鯵生1げ選挙反対、二三愚鰻鑑、新選交代というヂ時代癒灘」を選択したといえ

る。この選挙は、労農提携を雛遊力とする野党連合の勝瀦という形式では、第

3章の農織系知事灘選の選挙と這似しているが、農政や麟政が選挙の聡確な争

　　　　　　　　　　　　　　　　一3馨一



欝欝年代の難事選挙（3〉（功刀俊洋〉

点にならず、祭政の絶薄多数派が誤算、櫨漸、戦備的失数で敗銘したという内

容では、むしろ第i章の広島、岡轡、宮城の事1列と同類のものと考えるべきだ

ろう（木道茂久謬石顯県政争八十年灘g56年、自家版。置石鱗察史　翼代編轡董

欝62年。瞬喪錐幽谷充実薩欝牲年、竹多教奮文龍財霧。「髭国新縫婆ゼ跳陸新

聞銚

4　新潟

　欝55年4薄の新潟薬知事選挙は、三選をめざす自由党推薦の現職縫銀正平

（戦羨ボ戦中の民政党県議、戦後窃代の県農業会長〉と、告示庭前に嚢虫党を

脱党し民主党・爾諏社会党に擁立された駕村一男（参議銑議員、農躰政務次官〉

との一騎討ちとなった。告示の一か月前まで、民蕪党や社会党は岡懇知事に対

抗しうる躾補者を髭癒せず、通年爵の再選に続いて．今露も瞬懇の圧勝が当然

幌されていた。ところが、北桝が立候補を表明してから一一か月後の選挙結果は、

北材§7万票、岡鑓償万で、岡鑛の地滑鯵的数跳に終わった。髭轡の騰霞の第i

は、岡聡後継をねらっていた髭根と、織懸県政の非主流として冷遇されていた

登霞郎、穏葉修ら民主党系保守政治家と、さらに雨藻桂会党・県労協・欝農な

どの革新勢力との三者が、岡懇三選黙止連合を成立させたことであった。そし

て、この綬翼懇連合を可能にしたものは、難事のお膝元の察庁職継がもし選挙

に野負ければクビ」を覚悟して麟懇三選難蓮・龍村支持を打ち出し、北村支持

1こ消極的であった革新勢力をまとめたことであった。さらに、藁職維が反騰蟹

で立ち上がった攣密は、鰺駐年から累積して23癒聾に達していた察財政の赤字

瞬題（その額は、京総、福島に次ぐ全瞬3緯といわれた〉と、それによる薬庁

の人員整礫であむ、渠職縫は鰺騒年末から鋳窮穆反端難争を展開していた。知

事選挙が始まると、北樗諏の実欝部隊となったのは、政党勢力よりも、龍轡の

鰹党（晃購海）と同窓（糠茂農林高校）と離職繕であった（罫民選知事五代

1慧新潟翼報事業肇t、欝7？葺三、1§3～2葺ページ）。

　齢紛騰裟の第2は、髭樗が選挙戦のス難一ガンに赤字解洋舞察灘噺唇葛
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げ、この選挙の争点を瞬欝蒙政の財政開題（赤字の責任〉に設定することに成

功したことであり、藥民は緯馨知事の只見辮電源鵜発をめぐる宴会政治のイ

メージと結びつけて、赤字簡題に対する幾鵯票を投じた。つま鯵、この知事選

挙は政治勢力と政策争点という二重の意味で、財政麟題に媛定され、予想外の

結果をもたらした。

　詫栂の勝覆の第3は、農政と農業縁体の変化であったようである。岡蜜億、

ig47年の鱗当選の時、農業会を／鍵毒の支持醜体とし、農二1二欝進政策を揚げてい

た。しかし、8葎瞬の岡懇梨政は只見購電漂雛発に終始し、農村鐙新たな支持

を獲得することができなかった。そして、農政の課題は増産・供珪賛意策から農

業基盤整備（土地改良事業）に移む、農業懸体は、岡響より、農躰政務次窟を

経験していた北縫に難待をよせるようになっていた。また、農業懇体の幹藻は、

鰻代交替や響農関係者の進講によって、すでに織灘の地盤ではなくなっていた。

愛軽は、選挙の公約に農轟王徳覆政策を揚げ、絵嚢ち農業を豊かにし、豊かに

なった農業懸の金が麟業に流れるようにし、襲業の塞がさらに工業を盗む立て、

それがまた農業を振興させる」「最後の消費者は農樗の方が多いので、農轡を

よくしないと嚢本の累気はよくならない」と農業・農耕重携を訴えた。難事選

挙に勝利した髭村は、その直後のメーデー集会で当選の最大の功労者である労

購緩合員に端して、感謝の辞を述べた。しかし、詫村祭政の第一歩は、桑庁織

轟の大量整理であり、馳村知事と藥職労は議しく繋宣していくことになった

（糠沢久夫ゼ龍韓一男の生薩遜鰺§3葎、ゼ髭村一男先生の憶い1雛19総年、匿人

聞瞬総圧平麟欝鑓奪、純量二籍彦「欝鎗年代の地方財政危機」ゼ新潟大學商学論

集雲第露号、i弱4年〉。

5　徳島

　欝55年4讐の徳島繋知事選挙は、再選をめざす自縷党公認の幣認邦一（徳鼠

察出身、内務官僚〉と無所繕の新人療菊太郎（徳島繋畿身、徳鶴材木被長、徳

鶴彗璃｛二会議湧会頭／との騎講ちとなった。療は鋭主党と桑労評の推薦を受
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露灘年代の知事選挙（3〉（窮月竣洋〉

け、緩補者擁立を党送った画派社会党も窪1密党繋鼓舞倒の方針から事実上、原

躾補を支援した。鹸懇の知事選挙では、陽都都一（嚢虫党．欝万票〉、羨纒知

事の蔭1、1圭茂人（業．嚢会党、鰺万票）、際菊太郎（無議霧、鎗万票）という新人3

人の接戦となったが、淡戦投票の際に3戴の簾が轡部支持にまわって保守連合

が成立したため、瞬部が当選していた。徳島桑は、』、一三木武夫を馨一ダーとする

葬自由党勢力の地盤であ鯵、さらに鳩毒内閣が成立して蔑霊堂ブームが換わっ

たため、欝誌年2月解饗の衆議院総選挙（全桑区5人）は、民主党3（2§万票）、

察由党i（7万票）、左諏社会党董（5万票）という結果とな鯵、民藁党が圧

勝していた。したがって、党藻対立という点では、地盤および中央政界の影響

の海面で新人の療が；薄舞と莞られていた。しかし、統一地方選挙が始まると、

難事選挙と同嚢に投票8を違える県議会議員選挙で、候補者の大多数が無瞬羅

で立候補し、しかも新羅候補者の蔑立、激戦となったため地方議員たちは知事

選挙に「そっぽを商いてしまう」結果となった。それで、知事選挙は政党地盤

の争いというよりも、知事緩補者と桑政に対する棄民の審轡の場になった。そ

して、現職の簿藻は、三大政策（郷賀辮電離麗発、治山治水と連跳橋梁の新設、

工場誘致〉の継続・発展のために、財政毒手を気にせず、穫極致策をとると主

張した。それに対し、新人の漂は、…一方で、瞬認難事と灘鑛党生譲擁の土木誇

負工事をめぐる疑惑を幾利して、繋酸麟新、一党一撮に織さない明朗祭政の実

現を訴え、縫方で、財政再建と地発農林漁業・中小瞬工業の振興を提案し、

ε火遊びのようなr［場誘致」はすべきで撫・と主張した、4月2銀の投票結果

は、投票率籠％、原菊太臨欝万8千票、購都都一縫万象とな鯵、新人の療の圧

勝に終わった。原の勝鶴は、地元新欝1によってF海部氏への梨民の概判がその

まま療に流れ込んだ」「率藪で璽破融な立会演説が大衆の騨畷にあって漂氏に

人気が集中した」「大塗選挙では詩雛董党生欝滅の地盤戦術が通賭せず、　一種の

人気投票になった」などと分茎蜂された（徳島新撰彗　ig§§彗三4層25醤「餐1事選挙

激戦の跡」「娃誘きびしかった祭民の審霧参。この選挙を通じて、新人緩補の

人気の青鬚に繋財酸再建への鱗待と地域雛発政策に帰する修鑑要求があったこ
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とが推灘できるα

小　　括

　欝騒～55奪の野党連合・社会党勝利璽知事選挙の特籔は、第重に、財政と農

政という政策争点が登場したことである。

　番瀦葺i代講半の府県財政危機は、欝騒葬度の数字で実質収支の赤字府察が34

鑓体にのぼり、その毒手額は2縫憶霧という状溌であった。その背景としては、

董）ドッジライン以来の中央政府の地方財政調整資金や補勘金の引き締めに憶

えて、2）地方行政分野の拡大によって府桑歳虚が増大しつづけ、3）欝騒～

55年の緊縮財政（も・わ癖る一・兆聾予算）とデフレ不溌がそれに遍い講ちをかけ

たことが亨旨擁できる。とく毒こ、農林漁業鎭における雰字の療遜は、自主財源が

乏しいために、国庫補甥金と地方俵に依存した電源騰発、災害後瀬、農業土木、

遵露・海鏡改修などの公共事業費の増大を余儀なくされたことであった。つま

り、府桑財政危機の根源には、府察に大きな食糧を檸し付けている地方行財政・

税鯛鱗度の開題があった（前掲の池一鉦論文参照）。

　しかし、当面各県の財政再建策は、繋職員・教職員の人曼整理・賃金擁凝綱

題として具体化され、欝騒年末には各県で自主的な財政再建謙藪が作成された⑪

それに対して、繋知事や官僚機構から自立し得たいくつかの県職員繕合・棄教

纏は着切参反繋・昇給延紳復元の灘争を開始した。そして、鰺55年にはいり、

知事選挙が遣ると、三重、新潟の繋職緩および霞形の県教纏は、解雇反対・昇

給延｛串復元をもとめて現知事の三選罷撫1二をめざした。この藥職紹・棄教緯の知

事選挙方針は、主観的には雇灘・賃金鐸的であったが、客観的には漫然と赤字

を拡大し財政危機を招いた現知事への不薦任であった。

　次に、農政霞題では、一方で欝灘奪度の緊縮予算で農躰省縫係費が醜年の

i7鱒｛意欝からi登8｛意得に激減し、予算にしめる割合はi6．i％から登．1％善こ下‘が

つた。ただし、由形桑の醗で述べたように、薬レベルでは追撫・補1墾予算で年
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馨灘年代の難事選挙（3）（功刀俊灘〉

末に農業土本麗係費が積み増しされており、かならずしも知事と農業懇体が察

予算をめぐって鰐立する事態は生じていない。

　地方で、属時鰯には、戦後初の米癒引き下げが決定され、河野農楡によって

米穀統麟撤廃問題が浮一とした。これを契機にいくつかの察では、農協中央会や

農協青年連盟を母体に農蔑政治力結集運動が彫威され始めた。農織が知事選挙

で鮭会党・野党連合の推進力となむ、かっ農政が明確な争点となったのは、本

論が分析したなかでは三重察の事鯛だけであった。しかし、由形、石綴、新潟

でも選挙戦のなかで、農協幹部の現職知事離れが生じ、農民有権者の投票行動

に農政翼題が大きく影響したといえる。第3章で分析する至§講年代後半の社会

党・農協連合型知事選挙では、この農政翼題がその烹要な背景となっていく。

　第2の特籔は、この髪の選挙が現職難事派・桑政与党主流嶽の選挙戦略・戦

衛の矢数によって絞立していたことである。この現象は第1章で分析したよう

に、欝鍵～§2年から見られるもの、そして欝灘年代に共通するものであるGこ

れは、吉懸自由党内驚の退難と媛出戻主党内鰻の成立という中央酸鼻の影響に

よって、各県内の民主党勢力が畜力にな甑その結果自懇党系の現職無事が残

空覚系の新人に敗寵した（滋賀と徳島）ということでは全体を説鱗できない。

たとえば、1二二三重、石1眠鳥取では元来改進党一民主党が繋政主流振として現職

鷺事を支えてきたが、簿騒～5§年の選挙で、、■、三重では漢窯党繋連が現職嶽と野

党諏に分裂してしまい、石鱗と馬取では蔑烹党系の麗職漁が数靴している。　lll

形では、雛由党の鳩山諏と広撰瀕の政治家が中心となって民柔党桑支離を結成

し、彼らが知事躾補に安孫子藤吉を擁立しようとしたが、安孫子患馬を決定づ

けたのは繋労評の推薦であって民霊堂戴議繕は1繁ま1党との保守連携に窮かって

いた魯

　そして、主流派の矢数の内容は、P自懲党か残生党かを難わず、祭政主流

滅の内傷では難事躾補選考をめぐり分裂した差気強彗iな一本化に不満が残った

りして、現職与党としての結集力が弱まったこと、2）独走態勢をねらって蛙

掛けたはずの抜き打ち辞任・繰睾り1二げ選挙がむしろ嬉銃勢力の反発と連捷を強

　　　　　　　　　　　　　　　一誌一



行政雛会論集第焉巻第i号

め、有権者の捷報を買うという逆効果であったこと、3〉知事選挙と衆議醗総

選挙・桑議会議員選挙の時簸が重複あるいは接近したため、選挙戦のなかで与

党の代議士や繋議は、知事の選挙の臨接よむも自分の選挙に力を入れてしまい、

絶雄多数を誇る現職知事諏の地盤が空濾化してしまったこと、である。

　なお、茎9誕年には、現職知事の三選や繰り上げ辞任への幾判酌量講を口実と

して、中央政府・霞治庁から知事官選案（および道州翻案）が登場し、地方麟

度調査会の審議事項となっていった。この知事官選論の莫のねらいは中央政府

による地方行政への統麟強髭、地方財政の緊縮であって、多選知事による繋政

の私麹化を是正しようとするものではなかった。これに端して、この時難、繰

り上げ辞任し、あるいは三選をめざした瑳職知事のなかで、7人（鳥取、兵庫、

山影、石瞬、三重、大分、新潟）が野党連合や娃会党の新人候補に数駕してい

た。有権者は自身の投票行動によって、現職知事の私利・党略的選挙戦徳を撹

朝し、結果的に短事官選を否定し、難事公選麟を擁護したといえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
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